


















































































































































































































































































































































































































コミュニティ関係省（Ministry for Community Relations）とコミュニティ関
















































































































































助金も支払われないであろう。（Quoted in The Political Vetting of 








ループ側は様々な抗議活動を行った（The Political Vetting of Community 





































































担う、独自のパートナーシップが発展した（Acheson et al. 2004: 73）。
　ヨーロッパ共同体（EC）の北アイルランドに対する支援は、1986年の「ア
























































13,000にも及び（Bush and Houston 2015: 58）、支援の総額も４年間で６億











担当した（Bush and Houston 2015: 39）。その成員の三分の一がディストリ
クトの議員、三分の一が VCSの代表、三分の一が民間セクターおよび労
働組合などによって占められていた。VCSの代表者は、先述の NICVAが















た点で、一定の評価を得た（European Commission 2008: 52）。一方で、最
も議論になったのが、「和解と平和」を目指すと銘打ちながら、PEACE I
は大部分が単なる経済再生プログラムとなってしまっているのではないか
という批判であった（Hayward 2007: 26）。PEACE Iは、多様な人々を参加
させることに重きを置きすぎ、本当に「和解」につながる支援であるかが
不明確なプロジェクトも支援していたのではないかという批判が欧州会計













　そこで生じた PEACE Iと IIの主な違いは、⑴上で述べたディストリク
ト・パートナーシップを含む協議フォーラムが廃止になり、地域戦略パー
トナーシップ（LSP）に統合されたこと16）、⑵代わりに、特別 EUプログ
ラム機関（Special EU Programmes Body: SEUPB）が設置されたこと、⑶支
援の決定における政府官僚の役割が強化されたことが挙げられる（Bush 


































ナー」の代表、それぞれの州の LSPから２名である（North East Cluster 





































































































































（European Commission in Courts of Auditors 2000）。





















ける努力がさらになされるべきであった」（Court of Auditors 2000）。
16） SEUPBは、地域戦略パートナーシップが北アイルランドで発展し、長期
的な平和構築に関われるようになることが重要であると考えていたため
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